


• 自己紹介

• ざっくり生い立ち

• ターニングポイントその１

• ターニングポイントその２

• ターニングポイントその３

• 最後に







ホワイト森山



元プロレスラーがお話する紆余曲折の経歴です



ホワイト森山（ホワイトもりやま、1978年9月30日 - ）は、
日本の元プロレスラー、元総合格闘家。本名：森山大（もりやまはじめ）。

本名：森山大
生年月日：1978年9月30日（40歳）
出身地：神奈川県川崎市
身長：175cm
体重：80kg
階級：ミドル級
バックボーン：剣道・野球

2002年12月8日、DEEPディファ有明大会で森山大として対市川喜栄戦で総合格闘技デビュー。
2003年4月20日、KAIENTAI DOJOディファ有明大会の対真霜拳號戦でプロレスデビュー。
2006年1月、腰椎椎間板の損傷と頸椎椎間板ヘルニアにより引退。
2007年10月20日、フーテンプロモーションラゾーナ川崎プラザソル大会の対吉川祐太戦で再デビュー。
2008年2月、フーテンプロモーションに入団して池田大輔に肌の白さからリングネームをホワイト森山に改名させられる。
2011年1月30日、フーテンプロモーションラゾーナ川崎プラザソル大会で引退試合が行われた。





幼少期～小学校

・生まれも育ちも川崎市。実家は生田駅前で自営業

・小さな頃から店の手伝いで、仕事の大変さを学ぶとともに現実を見せられる

・現実的な生活から夢を持たない子どもになる

・将来の夢作文、発表で苦戦

・6年間ほとんどスポーツせず。そして6年間、絵を習い続ける

・友達多いけど人付き合い苦手



中学時代

・荒れた環境に圧倒される

・部活で初めてまともなスポーツ、でも…

・プロレス好きな友人と出会う、プロレスにハマる

・初めて将来の夢らしきものを思い描く

・テストの点は良かったが成績は並

・教師との闘い（笑）



高校時代

・しばらく抜け殻状態＆帰宅部

・何故か進学コースへ

・パソコン、インターネットとの出会い

・3年間理系一筋

・突如、文系へ

・一年浪人して大学へ



大学時代

・国文学科、結構ちゃんと勉強

・アントニオ猪木引退

・高田延彦がヒクソン・グレイシーに敗れる

・格闘技を始める

・就職活動せず

・卒業後は格闘技とバイト生活





総合格闘家デビュー

・大学卒業後1年でプロになれなかったら辞める

・最後のアマチュア大会で敗戦

・プロ諦めたところに最後のチャンス

・総合格闘家プロデビュー



プロレスデビュー

・格闘技デビュー後しばらくしてプロレスデビューの話

・月イチ試合

・調子に乗って遊びまくる

・ケガで離脱





ウェブデザイナーになる！ところが…

・プロレス・格闘技の無い自分には何も無い

・手に職を、自分の手で稼がなくては

・ウェブデザイナーへの道

・仕事再開 / 治療開始 / 練習再開

・レフェリーとして

・再デビュー（復帰戦）、30間近からの下積み

・プロレスラー＆ウェブデザイナー





結婚・引退・子育て、そして…

・脳震盪・ヘルニア・アゴ骨折

・結婚＆引退

・ウェブデザイナー修行

・子育て

・独立





本日のまとめ


